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BNP は 長年 に わた っ て 非常 に 影響 力 の ある 民族 主義 政党 で あ 
り 、NF と と も に 多く の 親 白 人 、NS の 人 々 が 支持 し て いる 政党 で も 
あっ た 。 

特定 の 出来 事 の 後 、SNP は その よう な 人 々 の 間 で 多く の 支持 を 
失い まし た 。 BNP の 現在 の 状況 に つい て 教え て くだ さい 。 
BNP の 考え を 支持 し ます か ? 


私 は 、BNP は か つて ジ ョ ン ・ テ ィ ン ダ ル の 頑固 な 指導 の 下 に あっ 
た 急進 党 の 青白 い 模 依 だ と 思い ます 。 私 た ち (私 を 含む ) の 多く 
は 、1993 年 の ミル ウォ ー ル 補欠 選挙 後に BNP を 去り まし た 。 

BNP は 自ら を より 「 立 派 」 に 見 せ た い と 考え 、 国 民 の 目 か ら 見 た 
「 ナ チ ス 」 の イメ ー ジ を 払拭 し た か っ た か ら で す 。 C18 と の 関 
連 は も は や 許容 され ませ ん で し た -。 私 の 意見 で は 、 ど ん な 形 で 

あれ 親 白人 で ある と 「 ナ チ ス 」 の レッ テル を 貼ら れる こと に な る 
の で 、 世 間 に も っ と 尊敬 され る よう に 見 せよ うと する の は いずれ 
に し て も 無駄 で す ( 笑 ) 。 私 は あら ゆる 政治 的 思想 は 軸 か で あ 
り 、 宗 教 こ そ が 前 進 す る 道 で ある と 考え て いま す 。 


あな た は 親 白人 の シー ン に 初め て 入っ 
た わけ で は あり ませ ん が 、 あ な た 自身 の 
経験 と 、 過 去 数 十 年 間 に 英国 で 白人 ナ 
ショ ナリ ズム が 進化 する の を どの よう に 
目撃 し た か に つい て 何 か 教 えて いた だ け 
ます か ? 


80 年 代 後半 か ら 90 年 代 前 半 の シー ン と 
今日 を 比較 で きま すか ? 


は い 、 私 は 決し て 新人 で は な く 、 実 際 に は か 
な り 古 いで す ( 笑 ) 。 80 年 代 か ら 90 年 代 に 
か け て 、 パ ブ な ど で の 社交 的 な イベ ント や 「 街 
頭 活動 」 が も っ と 多く な り まし た 。 私 個人 と し て 
は 、70 年 代 後半 か ら 80 年 代 前 半 の 国家 主義 支 
持 者 か ら 国家 社会 主義 者 に な り 、90 年 代 前 半 に は 強硬 な 国家 
社会 主義 者 に な り ま し た 。 90 年 代 の 親 白人 シー ン で は も っ と 
秘密 主義 と 規律 が あっ た が 、C18 で は 確か に 規律 が 非常 に 厳し 
か っ た 。 国 家 社 会 主義 同 盟 は 白人 の 団結 を 国語 す 史上 最大 の 試 
み で あっ た が 、 同 時 に 政治 的 世界 に お ける 団結 は 不可 能 で ある 
こと も 証明 し た 


イデ オロ ギー、 お 金 、 権 力 に つい て 多く の 議論 が あっ た た め 、 ア リ 
ー ナ で 。 今 目 で は イン ター ネッ ト が ある の で 、 文 学 作品 の 質 は よ 
り 高 く な っ て いま す 。 ま た 、 電 子 メ ー ル や テキ スト メッ セー ジ に 
よる コミ ュ ニ ケー ショ ン も 楽に な り ま す が 、 当 然 な が ら 多 く の 監 
視 の 対象 と な り ま す 。 

私 は 使っ 
て いま せん が 、 も う 1 つり の コミュニケーション ツー ル は ソー シ 
ヤル ネッ トワ ー キ ング サイ ト で 、 非 常に 重要 で す 。 


秘密 主義 と 自己 規律 は 90 年 代 の シー ン が 私 に 教え 込ん だ 2 
つの こと で あり 、 他 者 へ の 敬意 は も う 1 つ で す 。 


イギリス が お そら < 世界 で 最も 強い 白人 寄り の 音楽 シー ン を 持 
っ て いた 時 代 に 、 あ な た は 英国 の 白人 寄り の 音楽 シー ン に 精通 
し て いた と 思い ます 。 多 く の こ と が 変わ り ま し た が 、 そ こ か ら 新 し 
い バ ンド が 生ま れる こと は あま りあ り ま せん が 、 音 楽 シ ー ン 全 
体 、 圭 に スキ ン ヘ ッ ド の 動き に 関し て 一 定 の 停滞 は あり ます か ? 


私 は 1996 年 以来 、 白 人 支持 の ライ ブ に 参加 し て いな い が 、 そ の 
ライ ブ は 飲酒 に よる 暴力 に よっ て 台無し に な っ た 。 そ し て 1997 
年 に C18 の 抗争 が 起こ り 、 音 楽 シ ー ン は 一 方 の 派閥 の 支配 下 に 
置か れる よう に な っ た が 、 明 ら か に も う 一 方 の 派閥 は その後 い 
か な る 形 で あっ て も 音楽 シー ン と は 関わ り を 持た ず 、 少 数 の 人 々 
だ けが 存在 する よう に な っ た 今日 まで 衰退 し て いた 。 出 席 する 。 
派閥 間 の 憎しみ は 今 で も 存在 し て お り 英国 の 運動 全体 は お そ 
らく 永久 に 分 死 し て いる 。 ス キン ヘッ ド 運 動 は 、 一 般 的 に 「 親 白 
人 グル ー プ 」 と 関連 付け られ て いる 特定 の ブラ ンド の 衣類 が 存 
在 す る と 警察 は 考え て いる が 、 ス キン ヘッ ド 運 動 は 、 よ り 
一 般 の 人 々 に 溶け 込む デザ イナ ー の 服 を 着る 「 カ ジュ 
アル 運動 」 に 取っ で 代わ られ た と 言え ます 。 フ ッ ト 
ボー ル の フー リガ ン 。 


プ 


英国 は 移民 、 特 に 非 白人 移 
民 に 関し て 大 き な 問題 を 
抱え て いる 。 
一 部 の イス ラム 教 聖 職 者 が 集会 で 抗議 活動 を 行っ て お り 、 イ ギ 
リス で の シャ リア 法 の 施行 を 要求 し て いる が 、 我 が 国 で は まだ 
考え られ な いこ と で ある 。 イ ギリ ス 国 外 の 一 部 の 人 々 (つま り 頭 
が お か し い 人 た ち ) は 、 イ ギリ ス 人 は 移民 を 受け 入れ た の だ か 
ら 、 あ る 意味 、 こ うし た 問題 が 起き る の は 当然 だ と 考え て いま す 。 
その よう な 乱暴 な 主張 に あな た は どう 反応 し ます か ? 英 国人 が 
あの ろく で な し ども が あな た の 国 に 移住 する こと を 望ん で いた 
と は と て も 思え ませ ん が 、 そ れ で も 、 そ れ に つい て は どう 言う ベ 
さき で し ょ うか 3 


私 が イス ラム 教徒 の 人 口 が 多い 国 、 つ まり アル バニ ア か ら の 自 
人 移民 を 支持 し て いる こと は よく 知ら れ て いま す 。 ヨ ー ロ ッ パ 内 
外 の すべ て の 悪党 た ち が 、 我 が 国 の ば か ば か し い 福 利 厚生 制度 
を 悪用 し よう と 、 こ の 海岸 に 一 直線 に 並ん で いる の は 事実 で す 。 
私 た ち は こ の まま で も 十分 な クズ を 持っ て いま す 、 子 供 た ち は 
多く の 場合 利益 を 得る た め に ここ で 飼育 され て いま す 。 私 は 学 
校 を 卒業 し て か ら ず っ と 働い て いま す 、 そ れ は か な り 珍 し いこ と 
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今 。 英 国 が 宙 国 を 持つ て いた よう に 、 他 の 多く の 国 は 、 こ の 大 量 移民 
は 他国 を 「 搾 取 」 す る の に 値する と 信じ て いま す 。 そ う で すね 、 そ れ 
ら の 国 の 住民 に は 自然 が 与え て くれ る 鉱 物 や 原材料 を 利用 する 知 
性 が な か っ た の で 、 和 白人 は それ ら を 自分 の た め に 利用 し まし た 。 そ 
れ が 自然 の 摂理 で す 。 


英国 で は 近年 新た な 「 反 人 種差 別 規制 が 数 多く 設け られ て いる 
た め 、 英 国 で 親 白人 と し て 活動 する こと が 難し く な っ て いる の だ ろ 
うか ? 私 た ち は 皆 2 年 前 の エマ 。 ウ ェ ス ト 事 件 を 覚え て いま す 。 


親 白人 の 活動 家 は 、 イ ンタ ーネット に 投稿 する 内 容 に 細心 の 注 
意 を 払う 必要 が あり ます 。 少 し 前 に も 私 た ちの フォ ー ラ ム に 、 感 情 
を 投稿 し た た め に 投獄 され た 人 が いま し た 。 自 制 心 の 要素 が 必要 
で す 。 な ぜ な ら 、 そ ん な 革 細 な こと で 投獄 され た い 人 が いる で し ょ 
うか ? 私 は 従業 員 が 飲酒 し て いる 場合 は イン ター ネッ ト を 避け る 
こと を 強く お 勧め し ます 。 私 た ち は 、 ま る で 警察 国家 の よう に 、 あ ら 
ゆる も の を 差別 する こと が 違法 で ある と いう 点 に 完全 に 到達 し まし 
8 


ここ 数 年 、 特 定 の 偽 旗 組 織 が 台頭 し で いる 。EDL は イス ラム 教 に 強 
く 反 対し 、 国 家主 義 者 で ある と され る が 、 同 時 に 親 シ オニ スト で 反 
人 種差 別 主義 者 で も ある 。 


奇妙 な こと に 、EDL は 数 年 前 に か な り の サポ ー ト を 受け で いま し 
た 。 な ぜ そ ん な こと が 可能 な の か 、 普 通 の 国家 主義 者 は 自分 た ちの 
真 の 目的 が 見 えな い ほ ど 盲 目 な の だ ろう か ? 


私 は EDL は 路上 で の 衝突 を 好む お 人々 や 、 そ う で な けれ ば お そら く 
BNP に 関与 し て いた で あろ うぅ 政治 的 教養 の な い ナ ショ ナリ スト を 
引き 付け る た め に 設立 され た 国家 だ と 思う 。 あ る 意味 、EDL は ここ 
の イス ラム 教徒 に と っ て イラ イラ する も の で す が 、 そ れ 以 外 は 何 も 
あり ませ ん 。 私 は 、EDL が 十分 な 敵対 的 反応 を 集め れ ば 、 ジ ョ グ は 
この 国 で の あら ゆる 形態 の デモ や 集会 を 完全 に 禁止 で きる だ ろう 
と 信 iQ 


あな た が クリ エイ ター に な っ た きっ か け は 何で すか ? 私 た ちの 本 
の 何 が と て も イン スピ レー ショ ン を 与え 、 検 索 を や め て 創造 性 に 専 
念 す る こと に 決め まし た か ? 


私 が BNP に 在籍 し て いた 頃 、 ベ ン ・ ク ラッ セン ス の 本 は 広く 入手 
可能 で し た が 、 私 は 初め て 「 白 人 聖書 」 を 読み まし た 。 こ の 本 は 素 
青 ら し い 本 で 、 多 く の 要 素 が あり 、 特 に 「Salubrious Living」 が 心 
に 残り まし た 。 ま た 、 こ の 本 の 中 で ユー モア と 楽観 主義 が 意図 的 に 
使わ れ て いる こと に も 感銘 を 受け まし た 。 当 時 イギリス に は 教会 の 
支部 が あり まし た が 、 
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し か し 、 彼 ら は ティ ム ・ ヘ ッ プ ル と いう 偽名 の 潜入 者 に よっ て 倒さ 
れ た の で 、 こ こ で 立ち 消え に な り ま し た 。 

ほぼ 同時 期 に C18 と 国家 社会 主義 同盟 が 結成 され 、 そ れ ら が 問 
題 に 陥り 運動 が 分 像 し た と き 、 私 は 政治 的 思想 を 放棄 する こと を 
決心 し 、 長 い 間 クリ エイ ター の 本 を 勉強 し 、 喫 煙 と 飲酒 を や め ま し 
た 。 、 体 調 を 整え 始め 、 最 終 的 に イン ター ネッ ト に アク セス で きる 
よう に な っ た と き 、TCM に 連絡 し 、 こ こ に いま す 。 


イギリス は プロ テス タン ト の 国 で あり 、 カ トリ ッ ク 諸 国 の よう に バ 
チカ ン の 影響 下 に は あり ませ ん が 、 実 際 の と ころ 、 何 か 違い は あり 
ます か 。 人 々 は ユタ ヤ 教 と キリ スト 教 に 対し て それ ほど 熱狂 的 で 
は あり ませ ん か が ? 


ほとん どの 人 、 と に か く 白 人 は 無 宗教 で す 。 人 々 は 偽善 的 な 目的 、 
結婚 式 、 葬 儀 に 教会 を 利用 する こと を 好み ます が 、 そ れ 以 外 の 場合 
は 決し て 教会 に 行き ませ ん 。 ユ タダ ヤ 教 と キリ スト 教 の 狂信 は ほとん 
ど な い の で 、 宗 教 的 な 空白 が あり 、 そ れ が 芳 告 力 に よっ て 埋め ら 
れる こと を 願っ て いま す 。 EDL の よう な 団体 が モス ク に 対し で 抗 
議 活動 を 行っ て お り 、 我 が 国 が イス ラム 国家 に な る 大 き な 危 険 が 
あり 、JOQG は これ を 利用 し て この 国 の イス ラム 教徒 の 利益 を さら に 
保護 する だ ろう と 想像 で きる 。 愚 か な ウサ ギ と 愚か な 左 細 は 、 こ の 
国 を イス ラム 国家 に する の に 貢献 し て いま す 。 


新しい 和信 を クリ エイ ティ ビ テ ィ に 引き 付け る 成功 の 鍵 は 何だ と 思 
いま す が ? 特 に 西 ヨ ー ロ ロッパ に つい て 話す と き は そう で す 。 


前 向き で 明る い 見 通し を 示す こと が 極め て 重要 だ と 思い ます 。 こ の 
イン タビ ュー 中 ずっ と 愚痴 を 言っ で いた の は わか っ て いま す が 、 事 
実 を 述べ な けれ ば な り ま せん 。 

ほとん どの 人 は 、 自 人 人 の た め の 宗 教 は も ちろ ん 、 幽 寺 や 精 幸 の いな 
い 宗教 が 存在 し 得る こと を 理解 する の が 難し いと 感じ て いま す 。 
現実 的 な 世界 観 を 持つ 、 ま さ に ワー ルド ワイ ド な 宗教 。 私 た ちの フ 
ォ ー ラ ム に サイ ン ア ッ プ し た 人 は 、 そ この 知人 性 の レベ ル に きっ と 感 
銘 を 受け る は ず で す 。 私 は そう で ある こと を 知っ て いま す 。 ヨ ー ロ ッ 
パ で は 、 法 律 の 制約 の 中 で 歓迎 し 、 積 極 的 に 活動 する た め に で きる 
限り の こと を し な けれ ば な り ま せん 。 こ の イン タビ ュー に 招待 し 、 こ 
の よう な 興味 深い 質問 を し て くれ た 兄弟 姉妹 に 感謝 し た いと 思い 
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人 種 的 知性 の 判断 に 関し で 考慮 すべ 甘 点 が いづ か あり まま 5 計 モヨ 相 ( 記 は 19 玩 ド の 2 が 高 人 NR 記 交 M の 理由 か ら 明 ら か に 白 
も 高い で す 。 特 に 彼ら の 文化 的 な 絵 射 謀 朗 使用 。 こ れ に より 、 よ 高度 な 数 党 的 思考 が 工 村 きら に 脱 居 良 国 除 ム され ます 。 し か 
し 、 過 去 数 千年 間 の 東洋 文明 を 詳 K 旧 納 才 配本 それ が 人 石化 し て ゆる こと が ね がり 軸 本 の 進歩 半 進 本 5 あま 昌 匠 で し た 。 彼 ら は 
文明 を 維持 で きる 7 紫 準 達し ま U 鞍 が 、 仙 造り る きら ( 証 較 要 ませ ん で た 。<。『 。 

1 還 
OK. 役 請 議 うら < 火薬 寺 誠 肖 、 活 当 に よる 印刷 な ど を 至 務 記 た ら 届 1 で いま の め 、 衣 訴 生 H 国 が まま 赤身 過 の 吉晴 還 中 証 請 半 和 っ い 
た 時 代 の こ ど 埋 し た 。 中 国 の 最初 G 革 治 者 上 議 還 里 と 水 の 書 に じ て W 起 し た 放 i( 古 tpD2VwWIS8 表 eo( 画 (5age26Niii 旧 


、 


) 東 ア ジ 2 め 文 明 が 古典 内 な 西洋 や 帳 計略 ほ 清 記 化 し 世 加 謗 理 由 の コ ほ 、@ れ ら を 彼 小 が 還 計 還 遇 NG0BN 是 Ei 


〆 
『 ら で あ る 。 


対照 釣 に ユダ ヤ 入 の 知 件 は に 文 他 較 還 還 69Iei3 財務 スキ ル 放 同様 に 、 誌 あ 婦 再 細 / に も 享 価 ( 伯 y 順 軒 細 細 間 還 還 明細 
ユダヤ 款 人 < きよ は エン ター ティ 2 生計 95 ラ 0 は 99 語 江 8 箇 上 frs 2 て 人 は 守っ と 陣 議 還 計 

いま す 。 遺 伝 穫 較 次 も も う 一 つの 重 家 な 陣内 で ある (コタ は 郭 伯 細 軸 の 居 を ピ 9 恒 な < タ /@ よ 店 知 的 還 還 還 細 還 旨 旨 
の 幅 伝 子 プ ブー ル の た め に 私 た 攻 め 遺伝 二 を 徐 お きり 。 彼 司 計 還 還 年 舞 昌 昌 昌和 っ で 部 の で 電 当 に 高い 0 の 環 還 還 0 間 
詐欺 = 了 A 下 治 家 ) ( 資 い 人 弁護 士 、 多 性 当 に 生還 還 昌 NN の 王者 は 偽物 で 扶 還 細 MNBG0EEBBEG 
本 た きき re の ze の ーー = ニー だ \ さ 生 所 デー ニーー-<xrーーーーーー- 
ビニ IA@ 1 作 / 

で ー 

5 これ 加計 対 R0 に 締 に お 計 みこ 語 久 RG 才 ーー 起こ <。 骨 、/ で の 

の た ちほ まっ て 生み 出さ れ た と 指 質 間 アー ( 較 二 生 3 軸 iSHRIO 琴 細 較 0 昌 細 凍 2 B ア ッ - 和 議連 3 
組 思 か 者 の 国 に 成り ら よ が る だ ろう と 布告 し た 。 彼 ら 引 還 回 庁 演 り 、 野 q8 語 昌広 つっ 1 環 還 5 の li 還 還 還 較 本 床 が 
に 1 半 間 秩 議 置 を 受け て いる こと を 理解 鹿 見 7 芝 き ま 縛 語 還 5 自 大 の 其 識 症 裕 年 に わた 納 征 還 還 症 隔 : た JN 
キリ スト 教 の 猛 政 撃 は そう 門 議 ら は ベ ュ 寺 / 維 お 綴 で の ボボ 記 議 を 持 品 ic 札 靖 


し た が つて 、 白 人 が 知能 デス ト で 「 愚 か と 評価 し も で 中 議 で 人 葵 、 い eee で も 、 私 た ち が 表 休 開 還 全市 対語 脱 議 5 寺 ナ 、 ず シン リ 
ー ト 蒸気 機関 エコ ジン 、 レ ンズ 、 光 機 結 微 読 吉 末 謗 、 自 動車 ジッ 」 本 ヨ 由 同人 先月 精 帳 机 還 還 症 釧 某 に 発 明 し た と 
いう 事実 原 隠 さ 裕 て は ませ ん 。 チ ッ ぃ 坦 坦 - ザ と 、 ラ イア 原本 所 間 9 格 、 高 速 追 路 証 細 司 軸 旧 伏字 、 多 還 NE 寺 が 地 還 ビル 、 
却 情 Ea カ メラ 、 フ ィ ル ム な ど 地 條 学 、 プ レー ト テ クト ニク ス 、 役 折半 村人 生 ye 電 化 原子 の 発見 は 気 に し な が 還 Ka 較 い 、 物 理学 sm 7 
代 化学 生態 学 < 現代 医学 、 リ 角 は 無限 で す 。 実 際 、 こ れ ま で に 存 看 区 た あら ゆる や の の 9896 は 、 白 人 人 種 同 まつ I 訣 護 また は 発見 さ 生 wg 
れ た も の で ある と 考え られ ます 。 実 際 、 現 在 で も 全 特 許 の 559% が 英国 で 登録 され て い 語 す 。 そ れ に 加え て ラシーwgz ス ド や “ 
ミュ ー ジ シャ ン の こと を 考え て み ま し ょ う 。 劣 等 人 種 が 婦 で 吹き 飛ば され る の と 同じ まう に 、 白 人 は 誰 で も 誇り 証 護 飛ば され る ぶさ 

還 人 、 非 白人 、 愚 か 者 が 私 た ち を 足止め し 、 抑 圧し な か っ た ら 、 私 た ち は ど うな る だ ろか と 考え で @ 議 族 い 私 た ち は 神 の ぴよ 
旅 す る べき で す 。 そ れ は 創造 性 の 神聖 な 仕事 で す 。 物 事 を 自然 が 意図 じ た 通 り に 戻す こと 。 


最終 的 に は 終わ り ます 。 白 人 政府 が 公平 な 調査 を 行 仁 放 を 許可 され る まで 軟 統 9 に は 疑問 が 残る 。 じ か し 、 ク リ 
れ は 関係 あり ませ ん 。 私 た ち は 自 分 た ちの 種族 が 最高 玉 あ る と 信じ aa おり 記 覆 ヒ と え そ う で な いこ と が 何 千 回 証明 で 
で は あり ませ ん 。 私 た ち は 白 色 人 種 の 生存 だ け を 心 醒 UL で お り 、 他 の 雇 で も な い .。 重 要 な の は 、 誰 が 私 た ちの 同 
で す 。 現 時 点 で は 、 知 性 は 無関係 で す 語 と 完 彼 ら が 充 赴 の 野 論 人 で 構成 され て いた と し て も 、 私 は 
2 彼ら は 「 私 の 同類 だ か ら だ 。 た と え 雑 筐 の 色合い を し て いて も 、 他 の 人 種 が ベー トー 
私 は 少し も 気 に し ませ ん 。 


NIIOIIINW6MOI6QIOINC6I6DIQIGMOIUINIINGNM 


The decision to celebrate or not celebrate Christmas shall remain a private decision among Creators with the 
understanding that Very few of the trappings of Christmas actually have anything at all to do with the mythical 
一 Christ』 For example, neither an eVergreen tree, reindeer, nor Santa Claus have anything at all to do with Palestine. In 
actuality。 Christmas IS a pagan holiday that simply has the word 一 Christ? in its name and in many countries, eVen this 
isn'{ the case. SO, It IS up to the individual member whether or not to retain any of the pagan displays or celebrations of 
December 25th.。Further。 we suggest that if you celebrate December 2Sth,refer to it and celebrate it as -Yule: instead 
of 一 Christmas*:』 Yule, a variation of the Scandinavian word for Jul』(meaning wheel' ) was the Nordic name of the 
festiVal occurring around the time of the Winter Solstice』that time of the year where the sun reaches its loOwest point in 
the sky. Many ancient cultures worshiped the sum due to its life Sustaining attributes 証 Qur thOusand years ag the ancient 
Egyptians celebrated a twelve-day festival centered around the WinterSolstice in honorot therebirth of their sun god 
Horus 当 heldays_ becoming longer afteritheSolsticewas believed 10 の 記 Signlot hiS rebirth 軒 From therelthe Sun 
worshiping celebration spread tO Mesopotami 紀 The Babylonians named theiWCelebratiOmZagmuk in hOnor Of their sun 
god Marduk』 The Romans incorporated the traditionS Of these earlier Cultures into their Solstice-celebration。 Saturnalia. 
The days surrounding the winter solstice were see as a battle between Jupiter, the king ot the Gods and his rival。 Saturn. 
AS the Sun rose in the Sky followWing the solstice。 people rejoiccd in the victory of Jupiter over Saturn。 Saturnalia Shared 寺 - 
many ot the features otChristmas 書 .eWpeople it candles』sang, feasted, attended masquerade balls*and gave gifts.It was 


2 themostiestivetimeoi the ROmall iCalcndar By the 4th Century AD,the Catholic Church had gained in poWer and clout. 
- nbletOoYerly Sduash this Dagan feStVal 語 he Catholic Church devised Christianizing Saturnalia, replacing the Sun 
7 pod Jupitr witthe SOmOLGOQdl 。 

3 還 あか 、 人 


hnS ChrisStmaSvaS bornS。 lcuideline tO the celebration of Yulewe_present here_a number oiwinter traditions. 
い ゅ 上 ^Ssumed (falsely) bYimanY to be Christian』 they aremin fact。 Durely of Pagan (native European) Origin: 

EVerereen trees: Because ther leaVes are neVcrlshed 四 these treesiwere thougitOjDOSsesS DOwer over the death_ and 
destruction of winter っ 


OrnamentsLhe GermaniclDeoples Covered their hOIidayieyersreenl Irecs yith fruitsflowers and cookies 言 Lhese 
Symbols represented the abundance tO come in With therebirthOI the sun in SPring and summer. 

Giit exchangeiStarted during the Babylonian festival of Zagmuk 四 Copied in the Roman Saturnalia and retained in 
Christmas. 

aa ! 

HoIIYtS Wintertime red berries Were seen aS a sign Of rebirth Mistletoe: Fjrst used in the Oreck winter festival。 made ー* 
Dopular by the Celtic Druids』a Symbol Of fertilityiamong Germanic DeODleS: Wi 


し 全 に 
Santa ClauS。 ASsociated Vitl the る odlOdin 害 Ord OLtheVindSOdim WaSanocturna ク sod 2 WaS as で apahlc 0 


flyjng through the StOnnicSt CIOudS SHI3RKINTIEMTITNIWOEIhnKOWHIRIIETGI ー 0 


ReindeeraSymbolize the abundanceoi the horned clod Cernunn0Si 


= ーー 
TP 一 。 ニー 


ゃ 1 CD < ad ee ロ 
Wreath: The circle Was Seen biPagansas'symbollo GMRMNG life: 1 Shape WaS alSO aSSOciated! 
さ - _ ーー 
SO ECCOLdine to OIDS GT Il Crcator CelebrateS Yule 旭 3S mcreialnilVi retHN there IS nothing ron wrong with 」 Important 議 
ーー っ ーー た 1 
thingi 1S O Qdividei CO nn reality and superstitiOirOm Is 2 衣 。) 
し 


。 


LN 
# 
タッ 


2 
了 朗 Snns Translated Dy G669Il 


2 


NN sy 


上 [、 明 誠 OM 


sw 


Translted by D ハ Goo IE 5 


車輪 を 発明 し た の は 誰 で すか ? 私 に も わか り ま せん し 、 他 の 人 に も わか り ま せん 。 私 も 特に 気 に し ませ ん 。 ほ と ん どの 人 類 と 同じ よ 須 由 
この アイ デア を 理解 し た 今 、 私 は それ が 発明 され て いる こと を 嬉し く 思 い 、 そ の 素晴らし い ア イデ ア の 恩恵 を 享受 で きる よう に な り ま 還 
た 。 も し 私 た ち が 歴 史 を 逆転 させ 、 車 輪 に 関係 する も の を すべ て 廃棄 し た と し た ら 、 私 た ち が 築 き 上 げ 、 現 在 楽 し ん で いる ほぼ すべ の | 
還 ) 。 も の を 廃棄 する こと に な る で し ょ う 。 私 た ち は テ クノ ロジ ー を 約 4,000 年 前 に 戻す こと に な り ま す 。 私 は ホイ ー ル の こと を 最初 に 思い 証 間 
か な か っ た の で 、 そ の 使用 を 断固 と し て 拒否 し た り 、 ホ イー ル の 存在 を 認識 し た り し な いと 言う ほど 愚か で は あり ませ ん 。 ・ 


き 
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| ほる か に 最近 の ヴィ ン テ ー ジ の 別 の アイ デア が あり ます 。 こ れ は 車輪 を 現在 の 実用 的 な 状態 に 開発 し た だ け で な く 、 世 界 の ほとん 議 議 
』 の 偉大 な 発明 や 発明 に 貢献 し て きた 白色 人 種 の 存続 に と っ て 非常 に 重要 で す 。 テ クノ ロジ ー。 そ の 重要 な アイ デア は 、 白 人 の た め の 凡 還 詞 
種 的 宗教 と いう コン セプト で あり .、20 年 も 経っ て いな い ア イデ ア で す 。 そ れ は 創造 性 と 呼ば れ て お り 、 創 造 主教 会 の 創設 者 で ある が 六 請 間 
* ク ラッ セン に よっ て 書か れ た 一 連 の 本 の 中 で 詳し く 説明 され て いま す 。 彼 は 基礎 を 説明 する 3 冊 の 基本 的 な 本 を 執筆 し で いま 座 請 還 
れ は 、 自 然 の 永遠 の 宗教 、 白 人 の 聖書 、 そ し て 健康 に 良い 生活 で す 。 こ れ ら は (現時 点 で は ) さ ら に 解説 され 、 さ ら に 4 冊 の 本 、 暫 
EXpanding Creativity、Building a Whiter and Brighter World、Rahowa!、 お よび The Klassen Letters に よっ て 補足 され iQ お ン 
下 四 詞 |2 包括 的 で 完全 に 構造 化 さ れ た 信条 と プロ グラ ム を 表す 総集編 で あり 、 特 に 以下 の 目的 の た め に 設計 され て いま す 。 そ れ は 白 負 衝 計 
の 存続 、 拡 大 進歩 、 そ し て 白色 人 種 だ け の こと で ある 。 


だ だ う 


わり 
デ 、 


ジ プ ト 人 に 対し て 車輪 の 優位 性 を 実証 する 前 か ら 、 創 意 に 欠け た 寄生 的 な ユダ ヤ 人 が 人 種 的 宗教 の 考え に し が みつ いて いた の は 、 ぞ 
の 考え が あま り に 明白 だ っ た か ら だ 。 そ れ 以 来 、 ユ コ ダ ヤ 人 は 自分 た ちの 人 種 的 宗教 を 独占 し 、 育 み 、 そ れ に 儀式 と 伝統 を ま と わ せ て きま 

し た 。 今 日 ユダ ヤ 人 は 、 彼 ら が 代表 する 寄生 的 少数 派 で ある に も か か わら ず 、 こ の 世界 の 主人 で あり 、 言 っ て みれ ば 冷酷 な 奴隷 主 

思 で あり 、 そ れ で も な お 、 す べ て の 政府 財政 、 プ ロ パ ガン ダ 、 ニ ュー ス メ デ ィ ア 、 さ ら に は 社会 を 完全 に 支配 し て いる 。 白 人 の 宗教 。 こ れ は 
証 議論 の 余地 の な い 事 実 で あり 、 こ れ ら の 寄生 虫 は すべ て 自分 た ちの 宗教 で ある ユダ ヤ 教 の お か げ で す 。 そ の 宗教 の 中 心 に ある の は 
上 種 的 忠誠 心 で あり 狂信 的 な 二 極 化 と 人 種 的 宗教 の 基本 的 教義 の 遵守 で す 。 そ の 宗教 に は 、 い くつ か の 基本 的 な 基本 原則 が 内 在 じ EC 敵 識 
| いま す 。 ユ ダ ヤ 人 に と っ て 良い こと は 最高 の 美徳 で す 。 ユ ダ ヤ 人 に と っ て 悪い こと は 究極 の 罪 で す 。 そ れ は すべ て 、 彼 ら の 同族 、 つ まり 自 請 語 
巡 た ちの 人 種 に 対す る 宗教 狂信 的 な 忠誠 心 、 つ まり 人 種 的 忠誠 心 と いう 根本 的 な 部 分 に 遡り ます 。 い 


- 

き @ 一 つ は っ きり させ まし ょ う - ベン ・ ク ラッ セン は 、 そ れ 自 体 、 人 種 的 奈教 と いう 概念 を 発明 し た わけ で は あり ませ ん 。 ヒ クソ ス が エ | 
・ 

し 

] 


証 還 し / た が っ て 、 ベ ペン . ク ラッ セン は 、 自 分 が 人 種 的 宗教 と いう 考え を 発明 し た と は 主張 せ ず 、 人 種 的 
還 還 示 教 の 力 に つい て は ユダ ヤ 人 か ら 学ん だ 、 と 何 度 も 述べ て いま す .。 彼 は 彼ら の 歴史 か ら 1 ペー ジ を 
症 | 由 し その アイ デア の を 彼 自身 の 人 種 つ まり 白色 人 種 の 利益 の た め に 利用 し よう と 努め まし た 。 
目 目 | | コ ダ ヤ 人 が 世界 和服 に 向け て 驚く べき 成功 を 収め た 内 在 的 要因 を 系 統 的 に 分 析 し 、 彼 は この 現象 の 金 


石 に た どり 着い た 。 
『 

- 

, 

ぐ く ⑬ 


ー つ は 、 ユ ダ ヤ 人 が 自ら の 人 種 的 忠誠 心 を 二 極 化 さ せる た め に 採用 し た 狂信 的 な 人 種 的 宗教 で あ 
WM り 、 も うぅ 一 つ は 英 (基本 的 に 白色 人 種 ) を 和らげ る た め に 弱気 で 自己 破壊 的 な 宗教 で ある 。 彼 ら を 

格好 の 餌食 に し て し まう 。 前 者 は ユダ ヤ 教 に よっ て 達成 され まし た 。 第 二 の 目 的 は 、 ま ず ロ ー マ 人 に 、 
の 後 白人 種 全 体 に 、 従 順 な 奴隷 宗教 、 す な わ ち ユダ ヤ 教 の キリ スト 教 を 与え る こと に よっ で 達成 


歴史 の 出来 事 と その 解明 は 非常 に 明白 な の で 、 高 度 に 知 的 な 白色 人 種 な ら す ぐに 全体 像 を 理解 し 、 そ れ に 応じ て 反応 し < 
還 上 | ヤ 人 を 阻止 し た だ ろう と 思わ れる で し ょ う 。 

な ぜ 彼 ら が 車輪 を 発明 し な か っ た の か は 釈 に と っ て 謎 の まま で あり 、 ヒ クソ ス が も た ら す 前 に 知 的 な エジプト 人 が 車輪 を 発明 陀 : 

か っ た と いう 事実 も 同様 で ある 。 し か し 、 一 度 車輪 に 内 在 す る アイ デア を 知っ て OLCaoercnrceewea 2 

ョ アイ テ ア を 忘れ て 歴史 の ペー ジ を 巻き 戻す こと は 二度と で きま せん . 創 造 性 に つい て も 同様 で す 。 味 気 な い ユ ダ ヤ 教 キ リス ト 教 に 代 請 
症 | わる 人 種 的 宗教 と いう 考え を 一 度 理解 する と 、 そ の 考え は 非常 に 強力 で 明白 な の で 、 私 た ち は 二 度 と それ を 忘れ た り 無 視 し た り ず る 靖 
還 | 。 こ は で きま せん 。 何 百 万 人 も の 知 的 な 白人 の 発明 家 、 哲 学者 、 歴 史家 、 政 治 家 、 神 学者 の 中 で な ぜ 一 人 も これ を 以前 に 思い つか な MM 和 
ゆ ! 蘭 2 を れ は 私 に と っ て 文明 の 最も 驚く べき 謎 の 一 つ で す 。 し か し 実際 の と ころ 、20 年 も 前 まで は 座 も そん な ト よこ と を し ませ ん で した 請 請 


還 し か し 、 今 で は それ が 手 に 入り ます 。 そ れ が 早 すず る と いう こと は あり ませ ん 過去 50 年 間 、 少 な く と も 2 万 の 多様 な 白人 グル ニー が 
キリ スト 教 ア イデ ン テ ィ テ ィ 、 神 と 国家 、 国 旗 と 宮 法 、 民 主 主義 、「 真 実 」、 ナ ショ ナリ ズム 、 そ の 他 多数 の 問題 な ど 、 ラ ンダ ム な 問題 請 議 


吉 | を めく ぐつ て 右往左往 し て きた 。 単 独 で 、 ま た は 混合 し て 。 0 
間 上 5 他 は 皿 コ ッ ヤ 人 の 巨大 勢 を 止め る の に 惨め に 失敗 し 、 そ の ほとん ど が 一 時 的 に 激 既 し 、 少 し の 文書 を 出し 、 テ ント を た だ 天 議 証 議 
業 し て し まい まし た 。 な ぜ ? な ぜ な ら 、 彼 ら に は 実体 が な いか ら で あ り 、 信 条 や 意味 の ある プロ グラ ム が な いか ら で す 。 彼 ら の 圭 得 較 議 
上 昌 分 野 は 問題 を 際限 な く 康 返し 、 私 た ち が どの よう に し て 現在 の 混乱 に 陥っ た の か に つい て 過去 の 歴史 を 燕 し 返す こと で す 調 
本 的 に 彼ら は 、 彼 ら が 以前 に すでに 行っ て きた 2 万 件 の 失敗 以上 の こと は せ ず 、 そ れ 以 下 で も あり ませ ん 。 単 に 「」 の 再 実行 に す 章 
せん 。 嘆 いて 嘆く 」 と いう 式 。 
還 生 は 単 才 で 、 あ る い は 共同 で ユタ ヤ 人 の 巨大 勢力 を 阻止 する こと に 失敗 し て お り 、 我 々 は 50 年 前 、 あ る い は 100 年 前 と 比べ て ユダ 
国人 の 生生 忠 を 排 す る と ころ まで あと 一 歩も 近づい て いな い 。 そ れ ど ころ か 、 竹 的 実体 と し て の 私 た ち は 現在 、 こ れ まで 以上 に 吉 証 議 
記 2 上 GF づ いて お り 、 お そら < 完全 な 衝 注 まで あと 数 世代 も か か ら な いで し ょ う 。 「 
議 。 
雇 ま が 私 た ち に 教え て くれ た (ある い は 私 た ち に 教え る べき だ っ た ) こ と が 一 つ あ る と すれ ば 、 Sa ト 
・ 時 上 5 る 生業 作 は 、 有 の 小 外 に は 人 も 成 し まげ な か っ た - 古 中 は また 独力 で 本 化 し た 一 の 恒 が 必 の 


な を えて きま し た 。 2000 年 も の 間 ま と を 


し か し 、 コ ユダヤ 人 の 巨大 企業 の 背後 を 打ち 破る 方 法 と いう 我々 の 四 約 に と っ て 最も 重要 な 教訓 還 
は 、 ヒ トラ ー 率 いる ナチ 党 に よっ て 証明 され た 。 1918 年 に ドイ ツ が 惨め な 敗北 を 喫 し た 直後 畑 
数 の 「 国 民主 義 」 政 党 が 誕生 し た 。 みい 
ドイ ツ 、 彼 ら の 多く は 中 途 半端 で ひど く 混 乱 し て いま す 。 こ れ ら の グル ー プ は 、 そ の 数 約 2000 人 で 請 因 議 
と 戦う の と 同じ くら い 多く の 時 間 を 、 目 的 や 計画 に お いて 混乱 し な が ら 、 グ ルー プ 内 で の 言い 争い に 費 や 
し た 。 ヒ トラ ー が ドイ ツ 人 種 党 を 設立 し 、 無 数 の 多 言 語 政 党 の 混乱 し 断片 化し た 党員 を 吸収 し て 初め て き ド イツ 
国民 は よう や く 自 国 の 政府 の 実権 を 引き 継ぐ 影響 力 を 手 に 入れ た 。 こ の 出来 事 か ら 私 た ち が 学 ば な けれ ば 
な ら な いも う 一 つの 側面 の 教訓 は 、 ヒ トラ ー は 決し て 他 の 政党 と 「 合 併 」 し た こと は な く 、 自 分 の 立場 を 
妥協 し た り 、 自 分 の 信条 や 綱領 を 骨抜き に し た り し な か っ た と いう こと で ある 。 彼 は メン バー を 集め 続 
け 、 ド イツ の 人 種 過激 派 の ほとん ど を 包含 する まで 組織 を 構築 し 、 帝 国 の 唯一 の 権力 と な っ た 。 


ずい 


も し 私 た ち が 白 色 人 種 の 存続 を 賭け た この 戦い に 勝利 し た い の で あれ ば 、 私 た ち は 同じ こと を し な けれ ば な り ませ ん - 私 た ち は そ うし な けれ ば な り ま せん \ 
現在 、 承 認 を 求め て 互い に 競い 合っ て いる 目的 の な い グ ルー プ が 断片 化し て 多 言 語 に 分 散 し て いる の で は な く 私 た ちの 還 隊 を 四 議 
の 強力 な 破 城 梓 に 統合 し ます 。 こ の 点 で 、 す べ て の 良心 的 で 責任 感 の ある 白人 男性 と 女性 に 尋ね た い 2 つ の 質問 が あり ます 。 す な わ 束 講 ま 

』(3a) も し 白人 人 種 が ダメ に な っ た ら 、 あ な た た ちの 思い 上 が り が どれ ほど 重要 な の か 、 私 た ち が 団 結 し て 勝利 を 収め な い 限 り 間違い の 
な くそ うな る で し ょ う 。 私 た ちの 行動 は 一 緒 で すか ? (b) 取る に 足ら な い 小 さ な 思 い 上 が り を 甘やかす の と 戦い を 成功 させ た い の 了 2 SM 
補 ちら で すか ? 私 の 忠誠 心 が ど こ に ある の か 知っ て いま す 。 私 は 勝利 へ の 決意 を 固め まし た 。 ょ を 


に コタ ヤ 人 に 対抗 する 有意 義 な 大 国 を 築く こと に 全く コミ ッ ト で き な い 人 々 か ら 私 が 聞い た 執 交 な 議論 が 1 つ あ る が 、 こ れ ら の 人 々 ほ 完 請 議 
全 に 的 外れ で ある こと が わか っ た 。 


は 肖 彼ら の 主張 は 、 も 間 を am クル ニット に PRS き な 


や 


| は その 用 り に お いて の み 有 効 で ある が 、 央 際 に ユダ に 半 し 、 政 府 権力 を 強制 的 に 自 人 種 の 手 に 渡す と いう 最終 的 胡 5 和 9 4 
かい 較 に は 至ら な い 。 こ れ ら の 警察 活動 家 た ち が 言 っ て いる の は 、 敵 の 耳元 で ブ ヨ が ブン ブン ブン ブン と うる さく 鳴く よう な 、 無 意味 な 小 店 な ご 
還 2 クー ム を や り 続 ける こと を むし ろ 望 ん で いる が 、 実 際 に 敵 を 獲 減 する と いう 計画 も 意図 も まっ た く な いと いう こと だ 。 力 の 対決 。 


実際 の と ころ 、 私 た ち が 米 国 全土 、 そ し て 南ア フリ カ 、 オ ー ス トラ リア 、 南 米 、 イ ギリ ス 、 そ の 他 の ヨー ロッ パ 全 土 に 何 干 も の 教会 セン 名 店 

を 設立 し 、 組 織 す る と (これ ら の それ ぞ れ に すでに 多く の グル ー プ と 牧師 が いま す ) こ れ ら の ポリ グロ ッ ト は 、 多 重 分 散 を 実現 し ます 

| (Building a Whiter and Brighter World の 「 分 散 と 偏光 jp. 22 を 参照 )。 さ ら に 、 私 た ち は 目 的 の 統一 、 共 通 の 信条 と 綱領 、 二 極 化 軌 

た 上 忠誠 心 、 そ し て 世界 に 勝つ まで や め な い 強 力 な 運動 を 持つ こと に な る で し ょ う 。 そ れ が 私 た ち が 本 当 に 望ん で いる こと で は な いで 

ml よう か ? は い 、 そ う で す 。 肝 心 な の は 、 ヒ トラ ー が ドイ ツ の ナチ ス 党 に 対し て 行っ た よう に 、 敵 を 追い 出し 、 破 壊す る た め に は 、 世 界 規模 

K 3 で 統一 され た 二 極 化し た 一 つの 強国 を 構築 し な は けれ ば な ら な いと いう こと で ある 。 「 創 造 性 」 に 体現 され て いる よう な 、 狂 信 的 に 戦 * 
間組 前 時間 2 生生 す る こと 以外 に 記法 は な く 、 ま た それ より 良い 方 法 も あり ませ ん 。 コ 


2 
眼 証 | 秋 は 白色 人 駐 の た め の 人 種 的 宗教 と いう アイ デア を 思い つき ませ ん で し た 。 信 じ ら れ な いこ と に 思わ れる か も し れ ま せん が 諸王 
pe 20 年 も 前 に 包括 的 な オム ニ バス を 編 筐 する まで 、 有 史 以 来 、 他 の 誰 も 思い つき ませ ん で し た 。 さ て 、 PP 
の 人 種 的 宗教 、 つ まり 創 告 性 を 持っ て いま す 。 私 た ち が 生き 残る た め の 唯 一 の チャ ンス は 、 こ の アイ デア を 中 記 賠 
合 し て 二 極 化し 、 多 様 で 断片 的 な 副 次 的 な 問題 を すべ て 抱え て 地獄 に 陥る こと で す 。 食 造 性 は 、 白 色 人 種 に と 5 で 9 は 
非常 に 重要 な すべ て の 重要 な 問題 に 対処 する だ け で な く 、 そ れ を は る か に 超え て 、 今 後 100 万 年 間 に わ た っ て 自 St 
人 種 の 最大 の 利益 に 役立つ 信条 と プロ グラ ム を 策定 し ます 。 し か し 、 私 た ちの 最初 の 仕事 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 寄生 虫 を 和議 
た ちの 背中 か ら 追い 出す こと で あり 、 戦 闘 的 な 人 種 的 宗教 を 通じ て の み 、 こ の 大 き な 進 歩 を 達成 する こと を 望む こと が 議 議 
で きま す 。 


私 は 今 、 こ の 一 つの アイ デア を 熱意 を 持っ て 推進 する こと に 専念 し て いま す 。 そ れ は 、 偶 然 に も 、 彼 ら の 誰 も 策定 に 関 名 四 開 
て いな い 手 拍子 を 推進 し て いる 不気味 な 幽霊 を 追っ て いる 何 百 万 も の キリ スト 教 の 牧師 た ちよ り も 情熱 的 で す 。 裏 切り 者 計 
の ユダ ヤ 人 が それ を 考案 し 、 こ れ ら の 「 便 利 な 愚か 者 」 は 自分 た ちの た め に ヤ ハ ウェ の ゴミ を まき 散ら し た だ け で \ イ ー ド 自 
た ち は 大 喜び し 、 私 た ち 自身 に 損害 を 与え まし た 。 私 が 言い た い の は 、 宗 教 が あら ゆる 人 々 の 運命 特に 私 た ち 自身 の 破 
〆 滅 や ユダ ヤ 人 の 世界 征服 の 成功 に 多大 な 影響 を 及ぼ し て いる こと は 、 歴 史 が 何 度 も 証明 し て いる と いう こと だ 。 人 


ど 。 
4 
/ 


種 的 宗教 は 私 た ちの 将来 の 生存 の 鍵 で あり 、 そ れ が 事実 で ある 以上 、 私 た ち を 黒人 の 八角 や ヒヒ の 部 族 に 平等 に 
し よう と する 宗教 で は な く 、 私 た ち を 本 当 に 「 救 う . 奈 教 を 受け 入れ まし ょ う 。 私 た ちの 遺伝 子 の 宝 、 貴 重 な 遺 伝 子 軸 1 
プー ル を 手 に 入れ る た め に 戦う 価値 が ある と 本 当 に 信じ て いる な ら 、 
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